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図 -1　浅場造成の概要図
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カルシア改質土を適用した大規模浅場造成工事の概要と
モニタリング調査報告

Report on Construction Method and Monitoring Survey of Large-Scale 
Shallows Using Calcia Improved Soil

中川 雅夫 1), 安藤 満 2), 今村 均 3), 木曽 英滋 4), 眞鍋 忠司 5)

Masao Nakagawa 1), Mitsuru andoh 2), Hitoshi Imamura 3), Eiji Kiso 4) and Tadashi Manabe 5)

　民間浚渫工事で発生する浚渫土を改良したカルシア改
質土とスラグ人工石等を用いて、漁業協同組合と民間企
業が協働して、沿岸漁業環境改善を目的とした大規模浅
場を造成した。造成後、約 3 年間にわたってモニタリン
グ調査を行い、カルシア改質土で造成した浅場基盤の地
盤強度、形状安定性、周辺環境に及ぼす安全性、生物着
生効果や当該地域での有用魚介類の漁獲調査等を実施し

た。その結果、造成した人工浅場は、台風履歴後も崩壊
等は生じず安定で耐久性を有すること、カルシア改質土
が周辺海域環境に悪影響を及ぼさないこと、ベントス、
大型藻類や動物着生効果があること等が確認でき、この
ような人工浅場の造成によって沿岸漁場環境の改善に寄
与できることを実証できた。
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図 -2　貫通装薬孔放射状配置方式：敷地隅角部
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写真 -2　水平破断前の試験体（飛散防止） 写真 -5　水平破断面（天端）

動的破砕による杭頭処理工法における装薬方法の検討
－敷地端部の杭の場合－

The Examination of the Charging Method for Transaction of Pile Head in Concrete 
with Dynamic Breaking in the Case of Site Edge

竹内 博幸 1), 松家 武樹 2), 髙橋 祐一 1)

Hiroyuki Takeuchi 1), Takejyu Matsuka 2) and Yuichi Takahashi 1)

　ここ数年来の検討により、杭半径の 90％　程度の長さ
の装薬孔を放射状に配置し、動的破砕することにより、
装薬孔間をガス圧で連結する状態で破断面を形成できる
ことが明らかになった。一方で、実際の工事現場では、
装薬孔の削孔に手動の電動ドリルを用いるが、敷地の端
部では、水平方向に放射状の装薬孔を一律に設置できな
いことが以前から問題視されていた。そこで、今回は、
敷地隅角部における杭頭余盛部を、一定方向からの削孔
により設けられた装薬孔配置とすることにより、支障な
く水平破断できる方法を考案し、その有効性を検証した。
なお、破砕時の衝撃が、杭鉄筋に及ぼす影響についても
検討を行った。
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